


















・絡まった糸を延々と解く修行
・踏みつぶしたエサの団子が靴裏に密着し掃除に
追われる
という「釣りというよりペナルティゲーム」のよ
うな時間を満喫していました。
　釣れている先生の横に行って“おこぼれゾーン”
を狙うも、魚は私に興味ゼロ。
　ただウロウロしている人と化していました。
　そして結果･･･初参加の釣りは、まさかの完全
坊主。魚が引っ張る「ピクリ」という感触すら味
わえず終了です。
　あまりに哀れな私を見た鈴木先生が「初参加な
のに何もなしで帰らせるわけにはいかん」と、鯛
を1匹恵んでくださいました。（その優しさ、海よ
り深かったです。）
　先生方に聞くと「以前はもっと釣れた」とのこ
と。（え、これでまだ少ないんですか？）
　帰りは山口先生をご自宅にお送りし、奥様に鯛
を刺身・切り身・アラに丁寧に処理していただき
ました。
　家に帰ってから、刺身・塩焼き・アラ炊きにし
て美味しくいただき、「釣りって…いいな…」と、
何も釣っていないのに達成感で満たされた一日と
なりました。
　次こそは、自分の腕で“ピクリ”を感じてみた
いと思います。
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